
志賀海神社に
お殿様がやってきた！

～ 新発見！ の古文書を一緒に解読してみよう！！～
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新発見の「御殿様御社参覚書」を解読してみよう！！目 次

ヒント
３

「御殿様御社参覚書」の年代を考えよう！

 「御上覧之次第」を解読しよう！！

 「御問」の内容を解読しよう！！

ナゾ２

ナゾ１

おとのさまごしゃさんおぼえがき

ナゾ３

おとのさまごしゃさんおぼえがき

ごじょうらんのしだい

おたずね



 「御殿様御社参覚書」にはいつのことが書かれている？ 【
表
紙
の
解
読
文
字
】

（
破
損
）［

］年
夏
四
月
九
日

（
破
損
）［

］殿
様
御
社
参
覚
書

寛
延
二
年
巳
ノ
二
月
改
ル
之

「寛延二年巳ノ二月ニ改ル之」
（1749年に書き直す）とあるけど、
肝心のこの資料の年代がわからない。
いつ殿様が参拝されたときの覚書かな？

ナゾ１ナゾ１

破れあり

おとのさまごしゃさんおぼえがき

（
御
）



ヒントから「御殿様御社参覚書」の年代を考えよう！①
ナゾ１の
ヒント

破
損
し
た
年
代
の
日
付
は「
四
月
九
日
」と
あ
る
よ
。

次
に
「
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
二
月
に
こ
れ
を
改
め
る
（
書

き
直
し
た
）
」
と
あ
る
か
ら
、
も
と
も
と
の
資
料
が
記
録
さ
れ

て
い
た
内
容
は
一
七
四
九
年
以
前
と
考
え
る
べ
き
だ
ね
。

つ
ま
り
、「
御
殿
様
御
社
参
覚
書
」は
一
七
四
九
年
以
前
の
四

月
九
日
に
殿
様
が
参
拝
し
た
記
録
と
い
う
こ
と
だ
ね
。

表
紙
の
次
ペ
ー
ジ
を
見
て
み
よ
う
！

資
料
の
表
紙
に
書
か
れ
た
二
つ
の
年
代
日
付
の
意
味
を

考
え
て
み
よ
う
。

ヒント
２

ヒント
１

【
解
読
文
字
】

□

平
光
之
公
様
従
長
崎
御

帰
城
御
次
て

志
賀
大
明
神
宮
御
社
参

被
為
成
、
諸

御
上
覧

御
問
被
為
成
之
通
達
御

上
聞
覚

【
意
訳
】

三
代
藩
主
の
松
平
光
之
様
が

長
崎
か
ら
福
岡
城
へ
帰
る
つ

い
で
に
志
賀
海
神
社
に
参
拝

さ
れ
た
際
に
、
ご
上
覧
、
お

尋
ね
に
な
っ
た
内
容
の
覚
書

（
松
）

（
黒
田
）

【
ち
ょ
っ
と
教
え
て
！
】
藩
主
の
姓
は
黒
田
な
の
に
な
ぜ
松
平
？

将
軍
と
親
戚
で
あ
る
待
遇
を
与
え
る
「
松
平
賜
姓
（
し
せ
い
）
」
。

幕
府
は
主
に
国
持
ち
外
様
大
名
に
対
し
て
松
平
姓
を
与
え
ま
し
た
。

（
か
ん
え
ん
）

おとのさまごしゃさんおぼえがき



ヒントから「御殿様御社参覚書」の年代を考えよう！②

*
【
資
料
１
】
意
訳

延
宝
九
年（
一
六
八
一
）四
月
九
日
、黒
田
光
之
様

が
長
崎
か
ら
船
で
福
岡
へ
帰
ら
れ
た
と
き
、
志
賀
海

神
社
へ
参
拝
さ
れ
た
。
そ
こ
で
宮
司
が
光
之
様
に
お

目
見
え
し
、
社
人
頭
三
人
・
八
乙
女
へ
金
子
を
五
〇

〇
疋
く
だ
さ
れ
た
。

*「万暦家内年鑑」…志賀海神社のいわゆる年代記。
  大谷光男『金印ものがたり』（西日本図書コンサルタント協会、1979年）所収。

ナゾ１の
ヒント

志
賀
海
神
社
の
宮
司
家
に
伝
来
し
た
資
料
を

解
読
し
て
み
よ
う
！

ヒント
３

福岡藩三代藩主 黒田光之肖像（福岡市博物館所蔵）
藩主在位期間：承応3年（1654）～元禄元年（1688）

私が53歳のときに
志賀海神社へ参拝
した記録が残って
おったか！

（
み
つ
ゆ
き
）

おとのさまごしゃさんおぼえがき

【
資
料
１
】
「
万
暦
家
内
年
鑑
」

同（
延
宝
）九
年
四
月
九
日
光
之
公
従
長
崎
御
帰
帆

ノ
節
御
社
参
、
宮
司
御
目
見
、
社
人
頭
三
人
・
八
乙

女
江
御
金
子
五
百
疋
拝
領

（
ま
ん
れ
き
か
な
い
ね
ん
か
ん
）

(
え
ん
ぽ
う
｠

︵
ま
ん
れ
き
か
な
い
ね
ん
か
ん
︶



ヒントから「御殿様御社参覚書」の記録年代を導こう！
ナゾ１の
答え

ヒント
３

ヒントから答えを導こう！
寛延2年（1749）より以前の4月9日の記録である

松平（黒田）光之が参拝した記録である

志賀海神社の宮司家に伝来した資料に
  黒田光之が延宝9年4月9日に参拝している記載あり

ヒント
２

ヒント
１

答え 「御殿様御社参覚書」の記録年代は
延宝9年（1681）4月9日

かんえん

みつゆき

えんぽう

おとのさまごしゃさんおぼえがき



「御殿様御社参覚書」の中身は何が書かれているのか？ナゾ２
ナゾ３

ヒント
３

 「御上覧之次第」

…黒田光之が見た神宝の書き上げ

「御問」

…黒田光之が志賀海神社に問い合わせた内容
其ノ２

其ノ１

次のページから
いざ古文書解読！！

ごじょうらんのしだい

おたずね

おとのさまごしゃさんおぼえがき

みつゆき



お殿様が見たご神宝が何かを解読せよ！①
ナゾ２

の解読①

「
御
上
覧
之
次
第
」を
解
読
し
よ
う
！

いざ！
解読！！

【
解
読
文
字
】

御
上
覧
之
次
第

一
太
閤
様

御
朱
印

一
如
水
様

御
書
貮
通

一
住
吉
大
明
神

御
神
躰

一
椎
ノ
文
殊
籾
ノ
文
殊
弥
陀
三

尊

扇
子
百
人
首
観
音

［

］
（
後
欠
）

実際に志賀海神社へ伝来している
豊臣秀吉朱印状
（福岡市指定有形文化財、志賀海神社所蔵）

【内容】
文禄４年（1595）12月1日
豊臣秀吉が志賀島内50石の地に
ついて検地をもって寄進する。

（
豊
臣
秀
吉
）

（
黒
田
如
水
）

（
二
）

（
体
）

お殿様
上覧のご神宝

（
一
脱
ヵ
）

今に伝わる

（
樅
ヵ
）



お殿様が見たご神宝が何かを解読せよ！②
ナゾ２

の解読②

「
御
上
覧
之
次
第
」を
解
読
し
よ
う
！

いざ！
解読！！

一
大
内
義
隆
公
様
寄
進

太
刀

一
同
御
台
様
御
寄
進
香
炉

一
太
閤
様
名
護
屋
ニ
て
松
向
と
申

宮
司
江
拝
領
之
鑓

一
斎
藤
甚
右
衛
門
殿
定
親
寄
進

之
刀

一
志
賀
宮

御
縁
起
三
幅

一
五
台
山
絵

一
幅

一
鹿
ノ
角

一
モ
ツ
コ
ク
ノ
木

□
□

条
殿
寄
進
石
塔

□

鳥
居

古
今
之
御
尋

［

］
（
後
欠
）

実際に志賀海神社へ伝来している縁起
（福岡市博物館寄託、福岡市指定有形文化財）

【内容】
第一幅、第二幅は神功皇后説話図

(南北朝時代 14世紀作)
第三幅は社頭図

(鎌倉時代 14世紀作）

第三幅 第二幅  第一幅

（
二
）

お殿様
上覧のご神宝今に伝わる

えんぎ



お殿様と神職のやり取りを解読せよ！①ナゾ３
の解読①

［

］
鳥
居

古
今
之
御
尋

［

］

［

］
司
年
何
ツ
［

］

［

］
住
社
つ
か
え
私
年
三
十
八
、

入
社
職
十
八
年
相
勤
申
候
と
申

上
ケ
候

一
神
楽
御
上
覧
被
為
遊

一
社
人
頭
三
人

神
前
ニ
相
詰

居
申
候
何
者
と
御
尋
被
為
成
、
当

社
住
職
之
社
人
と
申
上
ル
、
惣
て

社
人
何
人
居
申
候
と
御
尋
被
為
成
、

拾
五
人
居
申
候
と
申
上
ル
、右
十
五
人
ハ

何
事
ヲ
相
勤
申
候
と
御
尋
被
為
成
候
、

朔
日
・
十
五
日
・
廿
八
日
大
祈
祷
日
神

前
ニ
御
供
ヲ
備
、
其
上
ヲ
以
国
君
之

□
 

祈
祷
仕
上
ル
と
申
上
ル

［

］
三
人
社
人
頭
［

］(

後
欠)

五
郎
左
衛
門

助
左
衛
門

十
右
衛
門

「
御
問
」を
解
読
し
よ
う
！

いざ！
解読！！

やりとり
（意訳）

何歳から神社に
奉職しているのか？

今は38歳です。
神社に奉職して18年
になります。

社人（しゃにん；神職
を補助）は何人いて、
何をするのか？

15人おり、１日・15日
(25日脱？)・28日に行う
大祈祷日の御供物（ごくも
つ）を供えます。



お殿様と神職のやり取りを解読せよ！②ナゾ３
の解読②

「
御
問
」の
内
容
を
解
読
し
よ
う
！

いざ！
解読！！やりとり

（意訳）

祈祷は何人で行うの
か？

大祈祷日では在社のほかに、
3ヶ村(勝馬/弘/志賀島)に3
人の僧侶がいるので、合計
7人(宮司1人/社人頭3人/僧
侶3人)で行います。

鹿の角はどこの国
から来たものか？

しゃむろ国（タイ王国）
から寄進されたと伝わっ
ています。

［

］
御
祈
祷
相
勤
候
［

］

人
ニ
て
相
勤
申
か
と
御
尋
被
為
成
、

朔
日
・
十
五
日
・
廿
五
日
・
廿
八
日

之
大
祈
祷

日
ニ
は
在
社
之
外
ニ
三
ヶ
村
ニ
坊
主

三
人
居
申
候
、大
御
祈
祷
日
ニ
ハ
右

三
人
出
合
、以
上
七
人
ニ
て
御
祈

祷
相
勤
申
候
と
申
上
ル

一
鹿
ノ
角
御
上
覧
之
時
異
躰

成
ル
鹿
ノ
角
何
国
よ
り
参
候
角

か
と
御
意
被
為
成
、昔
日
し
や
む

ろ
国
よ
り
指
渡
シ
寄
進
仕
候
由
申

伝
候
と
申
上
ル

一
弓
之
馬
場
石
塔
之
様
子
御

尋
被
為
成
候
、
都
二
条
殿
御
寄
進

［

］
由
申
伝
候
と
申
上
ル

［

］
よ
り
在
之
候
か
と
［

］

(

後
欠
）

（
体
）

※タイといえば、博多遺跡群において、14世紀後半から17世紀前半にかけてタイ産陶磁器が出土しています。
博多商人たちが琉球から入手した可能性が指摘されています（東アジアと博多の直接交渉の可能性もあります）。



「御殿様御社参覚書」に書かれていることまとめ

  延宝９年（1681）４月９日 ※寛延２年（1749）に書き直されたもの

①黒田光之が見た神宝

例）豊臣秀吉朱印状、志賀海神社縁起、鹿ノ角など
②志賀海神社の社人や祈祷について光之からの質問

例）大祈祷日は朔日・15日・（25日）・28日
社人は15人いる
大祈祷は宮司・社人頭３人・志賀島３ヶ村の
僧侶3人、合計7人で執行する

内容

年代
えんぽう

みつゆき

【主要参考文献・資料】宮田太樹編『博多のみほとけ』（特別展「博多のみほとけ」実行委員会、2024年）
「万暦家内年鑑」＜大谷光男『金印ものがたり』（西日本図書コンサルタント協会、1979年）所収＞
志賀海神社資料「□（御）殿様御社参覚書」

最新情報発信中！

きとう

おとのさまごしゃさんおぼえがき

かんえん

しゃにんがしら

ついたち

しゃにん

しゃにん
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